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●空港から

●電車で新大阪・京都から

●車で大阪方面・京都方面から
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-Outgrow your limits-
無限の可能性、ここが最先端
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　奈良先端科学技術大学院大学は、学部を持
たない新構想の大学院大学として1991年
に誕生し、以来、「実験大学」として大学院改
革のトップランナーであり続け25年余りが
経ちました。創設以来、情報科学、バイオサイ
エンス、物質創成科学の３分野とこれらの融
合領域において世界レベルの研究を推進す
るとともに、その成果に基づく高度な教育を
実施してきました。これまでに３研究科にお
いて博士前期課程（修士）修了者約7,300名、
博士後期課程（博士）修了者約1,400名を社
会に送り出し、それぞれが社会の様々な分野
で研究者・技術者等として活躍しています。
また、本学で育った多数の若手研究者を全国
の主要な大学に教授・准教授等として送り出
し、先端科学技術分野での教育研究に貢献し
ているのも本学の大きな特徴です。
　これからの科学技術大変革の時代におけ
る先端科学技術とは何でしょうか。奈良先端
大は、科学技術が変化する中で常に最先端の
研究を推進し、それを背景に最先端科学技術
の将来を担う人材の育成をミッションとし
ていますが、情報科学、バイオサイエンス、物
質創成科学の各分野で独立に教育と研究を

■  学長 横矢 直和
■  理事 垣内 喜代三 箱嶋 敏雄 中島 潔
 土井 美和子
■  監事 西村 昭 野口 哲子
■  経営協議会委員
 学長 横矢 直和
 理事 垣内 喜代三 箱嶋 敏雄 中島 潔
  土井 美和子
 副学長 小笠原 司
 管理部長 常盤 勝己
  株式会社IRIS科学・
 学外有識者 技術経営研究所 代表取締役社長 イリス・ヴィーツォレック
  特定非営利活動法人京都SMI
  相談役 小山 浩
  星薬科大学 学長 田中 隆治
  塩野義製薬株式会社
  代表取締役社長 手代木 功
  三菱電機株式会社 特別顧問 野間口 有
  消費者庁 顧問 板東 久美子
  金沢工業大学 教授 宮嶌 和男
  大阪大学 名誉教授 宮原 秀夫
  株式会社島津製作所 相談役 矢嶋 英敏
■  教育研究評議会評議員
 学長 横矢 直和
 理事 垣内 喜代三 箱嶋 敏雄 中島 潔
  土井 美和子
 副学長 小笠原 司
 研究科長 松本 健一 橋本 隆 太田 淳
 副研究科長 中島 康彦 稲垣 直之 河合 壯
 総合情報基盤センター長 加藤 博一
 データ駆動型サイエンス
 創造センター長 中村 哲
 保健管理センター所長 寳學 英隆
 企画・教育部長 石川 博美
 研究・国際部長 奥田 耕市

平成　3年10月 奈良先端科学技術大学院大学設置
 情報科学研究科設置
 附属図書館設置
平成　4年　4月 バイオサイエンス研究科設置
 情報科学センター設置
平成　5年　4月 遺伝子教育研究センター設置
 情報科学研究科（博士前期課程）第１期生受入れ
平成　6年　4月 バイオサイエンス研究科（博士前期課程）第１期生受入れ
平成　6年　6月 先端科学技術研究調査センター設置
平成　7年　4月 情報科学研究科（博士後期課程）第１期生受入れ
 保健管理センター設置
平成　8年　4月 バイオサイエンス研究科（博士後期課程）第１期生受入れ
平成　8年　5月 物質創成科学研究科設置
平成10年　4月 物質創成科学研究科（博士前期課程）第１期生受入れ
 物質科学教育研究センター設置
平成12年　4月 物質創成科学研究科（博士後期課程）第１期生受入れ
平成14年　4月 情報科学研究科情報生命科学専攻設置・
 学生受入れ
平成15年10月 知的財産本部設置
平成16年　4月 国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学設立
 産官学連携推進本部設置
平成21年　9月 男女共同参画室設置
平成21年12月 国際連携推進本部設置
平成22年　7月 総合情報基盤センター設置
平成22年　8月 先端科学技術研究推進センター設置
平成23年　4月 情報科学研究科情報科学専攻設置・学生受入れ
 バイオサイエンス研究科バイオサイエンス専攻設置・
 学生受入れ
平成25年　4月 キャリア支援室設置
平成25年10月 研究戦略機構設置
平成27年　4月 戦略企画本部設置
 教育推進機構設置
 研究推進機構設置
平成29年　4月 データ駆動型サイエンス創造センター設置

行う体制では将来にわたって先端科学技術
を担い続けるのは難しいと思います。このよ
うな問題意識のもとに、本学では、変化して
いく先端科学技術に柔軟に対応できる教育
研究体制を構築するために、平成30年度か
ら、融合領域教育プログラムの強化に重点を
おいた１研究科体制への移行を計画してい
ます。
　１研究科体制では、現在の３研究科に対応
した３つの教育プログラム「情報理工学プロ
グラム」「バイオサイエンスプログラム」「物
質理工学プログラム」に加えて、融合領域の
教育プログラムとして「情報生命科学プログ
ラム」「バイオナノ理工学プログラム」「知能
社会創成科学プログラム」「データサイエン
スプログラム」の４つを設定します。融合領
域のプログラムには現在の複数の研究科の
教員が参加し、共同して組織的・体系的に教
育研究指導を行います。これによって、学生
は自らの興味関心に応じて、主体的にこれま
でよりも自由度が高く幅広い科目選択が可
能となり、新しい分野の開拓に挑戦する機会
を提供できると考えています。この１研究科
への移行は、奈良先端大にとっても創設以
来、最大の挑戦になります。
　奈良先端大は、将来の科学技術の発展を支
え、グローバルに活躍できる人材の育成を目
指し、本学での研究活動を通して学生が世界
に飛躍できる研究者・技術者へと成長するた
めの最高の教育研究環境を準備しています。

　国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学は、自ら新たな課題に挑戦し飛躍を遂げようとする人が集うとともに、それを
可能にし、常に成果を挙げられる環境があります。そして、大学を構成する学生・教職員に加え、学問領域や組織形態などあら
ゆる要素がそれぞれのワクを超えて成長し、発展をめざしています。

　学部を置かない国立の大学院大
学として、最先端の研究を推進する
とともに、その成果に基づく高度な
教育により人材を養成し、もって科
学技術の進歩と社会の発展に寄与
することを目的としています。

●先端科学技術分野に係わる高度
な研究の推進

●国際社会で指導的な役割を果た
す研究者の養成

●社会・経済を支える高度な専門性
を持った人材の養成

●社会の発展や文化の創造に向けた
学外との密接な連携・協力の推進



奈良先端大は、最先端の科学技術やその融合分野の新たな展開を先導できる人材の育成に向け、
平成30年４月に生まれ変わります！
　本学は、学生が社会、時代の要請にあった融合分野や新しい研究分野への挑戦を容易にするため、平成30年４月に、現在の

「情報科学」、「バイオサイエンス」及び「物質創成科学」の３研究科を「先端科学技術」の１研究科に改組し、学生の興味、意欲に
きめ細かに対応する教育課程に移行します。（設置認可申請中）

修士（工学）、修士（理学）
❶ 情報理工学プログラム

　情報科学を主体とするプログラムです。
　コンピュータ本体及び情報ネットワークに関する技術、コン
ピュータと人間のインタラクション及びメディアに関する技
術、ロボット等コンピュータを駆使する各種システムに関する
技術など、広い視野と高度な専門性を備え、様々な分野で情報科
学技術の高度化やその多面的な活用により、高度情報化社会を
支える人材を育成します。

修士（工学）、修士（理学）、修士（バイオサイエンス）
❹ 情報生命科学プログラム

　情報科学とバイオサイエンスの融合プログラムです。
　遺伝子やタンパク質、代謝などに関する膨大な生体情報や医
用画像データなど、生命現象にかかわる大規模なデータの取得
ができる人材及びその解釈ができる人材あるいはこれらの技術
開発のできる人材を育成します。

修士（バイオサイエンス）
❷ バイオサイエンスプログラム

　バイオサイエンスを主体とするプログラムです。
　動植物・微生物について、分子・細胞・個体レベルで、生命現象
の基本原理から生物の多様性まで、最先端の幅広い知識と高度
な専門性を備え、国内外の民間・公的機関において、環境・エネル
ギー・食料・資源や健康・長寿等の諸問題解決に資することによ
り、人類の発展と地球環境の保全に貢献する人材を育成します。

修士（工学）、修士（理学）、修士（バイオサイエンス）
❺ バイオナノ理工学プログラム

　バイオサイエンスと物質創成科学の融合プログラムです。
　生命活動の分子的基盤を理解し、医薬品や医用工学材料の開
発、生命機能を模した新規高分子の開発、再生医療を支える新規
細胞工学の開拓など、人類の未来を支える新たな機能材料を開
発する能力を育成し、また、物質科学の理解に基づく、バイオサ
イエンス研究の新潮流の開拓に携わることのできる人材を育成
します。

修士（工学）、修士（理学）
❸ 物質理工学プログラム

　物質創成科学を主体とするプログラムです。
　固体物性学、デバイス工学、分子化学、高分子材料、バイオナノ
理工学などを横断する教育プログラムにより、物質科学に関す
る基盤知識と専門性を活かすための高度な知識を持ち、人類の
豊かな生活の維持と社会の発展を支える次代の科学技術の担い
手となる人材を育成します。

修士（工学）、修士（理学）
❻ 知能社会創成科学プログラム

　物質創成科学と情報科学の融合プログラムです。
　機能性物質の設計、新機能を実装したデバイスや現実世界を
センシング、分析するデバイスの設計、分析結果をさまざまに生
かすシステム構築、機械やロボットの制御システムまでを統合
的に捕らえる広い視野を持ちつつ、その中の特定分野の深い専
門知識を身につけたIoT時代の社会システムを支える人材を育
成します。

修士（工学）、修士（理学）、修士（バイオサイエンス）
❼ データサイエンスプログラム

　情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学の融合プログラム
です。
　情報科学、バイオサイエンス、物質科学に関わるデータ駆動型
科学、AI駆動型科学の最先端の幅広い知識と高度な専門性を備
え、蓄積された膨大なデータの処理、可視化、分析を通じてその
奥に隠れた「真理」や「価値」を引き出して、次代の科学・技術の進
歩や社会の発展に貢献できる人材を育成します。

　新たな教育課程の特徴として、本学を構成する先端科学技術３分野（情報科学・バイオサイエンス・物質創成科学）に立脚した科目とそれ
らの融合分野の科目を学生自身の興味に応じて主体的に履修できるよう、科目選択の自由度が高い７つの教育プログラムを設定します。
　最先端の科学技術の方向性を体系的に学ぶ科目や、興味関心はあるものの、これまでに学ぶ機会がなかった他分野専門科目、広い視
点からの課題解決能力を養う演習科目等の履修、研究活動を通じ、本学の人材育成目標である「挑戦性、総合性、融合性及び国際性を身
につけた創造性に富んだ先導的な研究者や専門技術者の育成」を実現します。
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文部科学省による平成25年度「研究大学強化促進事業」の支援対象機関に採択
　奈良先端大は、我が国トップレベルの研究力と人材育成の実績を戦略的に発展させ、最先端科学技術分野で、研究と人材育
成のグローバル化を図り、世界をリードする新たな研究領域の開拓、多様な場でイノベーションを担う人材育成のための国
際水準の教育システム構築等の改革を推し進め、世界に存在感のある研究大学院大学を目指します。
　本事業は、「日本再興戦略」（平成25年6月14日閣議決定）にも記述されている国の成長戦略に資するもので、
　　（１）研究戦略や知財管理等を担う研究マネジメント人材（リサーチ・アドミニストレーター）群の確保・活用
　　（２）競争力のある研究の加速化促進
　　（３）先駆的な研究分野の創出
　　（４）国際的な研究環境の整備
などの集中的な研究環境改革を効果的に組み合わせた取り組みを実施する大学等の研究力強化を促進し、世界水準の優れた
研究活動を行う大学群を増強することを目的としているものです。 
　今後、本学は、本事業も活用しつつ、世界に認知された教育研究拠点としての地位を確立するため、更なる研究力の向上と
グローバル化を積極的に推進していきます。 

　本学は、国立大学法人の「第２期中期目標期間（平成22年度～
平成27年度）に係る業務の実績に関する評価」において、すべて
の項目で「良好」以上の評価結果となっており、特に、研究の質の
向上については、研究大学強化促進事業での取組を積極的に進め
てきたこともあって、「非常に優れている」（国立大学86大学のう
ち５大学）という高い評価を得ています。
　また、「研究論文に着目した日本の大学ベンチマーキング
2015（文部科学省／科学技術政策研究所）」では国立大学第２位
と、研究力の高さが評価されています。

　大学として国際的な研究者ネットワークの構築を図るため、海
外に研究拠点を設置し、本学の教員が常駐して共同研究を行って
います。また、本学内に国際共同研究室を設置し、客員教授として
招聘する海外研究者の下で若手外国人研究者が研究を行ってい
ます。

■  本学の海外研究拠点
•フランス・ポールサバチエ大学
•アメリカ・UC Davis

■  本学内の国際共同研究室
•フランス・エコールポリテクニック
•アメリカ・カーネギーメロン大学
•カナダ・ブリティッシュコロンビア大学

　本学は、開学当初から社会に開かれた大学として、社会人教育
の実施、共同研究・受託研究の受入れ、産官学連携プロジェクトの
実施等、産官学連携を積極的に推進しています。
　こうした取組みの成果として、本学の外部資金※の獲得は年間
約27.6億円（過去５年平均）となり、教員１人当たりでは約
1,370万円（過去５年平均）、またライセンス等収入においても年
間約1,920万円（過去５年平均）となり、教員１人当たりでは約
10万円と全国の大学でも高い水準を維持するなど、優れた実績
を挙げています。
　また、産官学連携推進部門では情報科学研究科とともに、起業
に関心のある学生を対象とした講義を実施しています。講義内容
は実践的で、講義内で作成したビジネスプランが各種コンテスト
で入賞することも多く、充実した講義を提供しています。
（※外部資金：民間等との共同研究、受託研究、寄附金、その他の競争的研究資金、科学研究費補助金等）

　本学と民間企業等が連携し、将来を見据えた社会的な課題の発
掘から、個々の課題解決に向けた挑戦的な研究活動まで、連続的
で異分野融合型の取組を展開しています。
　課題を創出する段階から両者が連携することで、新技術の開発
や新ビジネスを開拓し社会に貢献する新たな産学連携のスキー
ムの創出を実現します。
•ダイキン工業株式会社
•ヤンマー株式会社
•サントリーグローバルイノベーションセンター株式会社

　意欲的な研究に挑戦する若手研究者に、テニュア・トラック准
教授として、独立した研究者の地位と研究環境を与え、世界に存
在感のある研究領域の創出を目指しています。
•ナノ高分子材料研究室
•ソーシャル・コンピューティング研究室
•植物共生学研究室
•マテリアルズ・インフォマティクス研究室

　平成28年度より物質創成科学・バイオサイエンス・情報科学の
教員・学生が連携して、地球に優しい素材を最大限活用した、人に
優しい生活・社会環境の実現を目指す「ヒューマノフィリック科
学技術」研究を推進しています。
　将来的には、少子高齢化に適応した農作業・介護作業等の社会
活動支援システムの開発を目指します。
　＊ヒューマノフィリック：人（human）と“友好”を意味する接
尾語philicを組み合わせた造語で、「人と親和性の高い」「人に優
しい」という意味。

　次世代を先取りする学際・融合領域を新たに開拓し、世界を
リードする研究活動を積極的に展開するために、平成22年度よ
り、研究科の枠を越えた教員のブレインストーミングに基づく研
究提案を選抜し、「次世代融合領域研究推進プロジェクト」として
推進しています。

　大学の持つ知的資源（成果・技術・情報等）を社会に還元するた
め、本学の研究成果の技術移転を積極的に推進しています。
■  平成19～28年度
•国内特許出願　　387件
•海外特許出願　　351件
•ライセンス件数　314件
•ライセンス収入　3億4百万円

知財功労賞
経済産業大臣表彰
普及貢献企業
平成23年大学として
初めて表彰された。

研究成果の商品化
企業との共同研究で
新規泡盛酵母を開発
し、これを用いた泡
盛が商品化された。
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平成26年度「スーパーグローバル大学創成支援」事業の支援対象機関に採択
　奈良先端大は、先端科学技術分野で世界を先導する研究の推進と、世界の将来を担うグローバルリーダーの育成において、
世界に確かな存在感を示し、世界から高く評価される大学を目指します。
　本事業は、本学が培ってきた組織的教育力を背景としたグローバル人材の育成と、先端3分野の世界レベルの研究力を持つ
教員が連携した教育改革、大学の機能強化、ガバナンス改革とを一体化した取組を特徴とする新しいプログラムです。

　アジア地域における教育研究連携の拠点として２か所に海外オフィスを設置
し、国際協働事業を推進しています。
•NAISTインドネシアオフィス（ボゴール農科大学同窓会館内）
•NAISTタイオフィス（カセサート大学工学部棟内）

■  インドネシアにおける協働事業の実施
•UGM-NAISTコラボレーションオフィス
（ガジャマダ大学バイオテクノロジー研究センター内）

■  留学生等の在籍情報（平成29年5月1日現在） ■  留学生等の推移（平成29年5月1日現在）

ヨーロッパ 26件
  スイス（1）
  ドイツ（8）
  ハンガリー（1）
  フィンランド（2）
  フランス（7）
  ベルギー（1）
 

ロシア（1）
オランダ（2）
イタリア（1）
イギリス（1）
マケドニア（1）

アジア 49件
  インドネシア（7）
  タイ（3）
  大韓民国（4）
  台湾（4）
  中国（8）
  フィリピン（2）

ベトナム（8）
マレーシア（6）
インド（3）
バングラディシュ（2）
シンガポール（2）

（平成29年５月１日現在）

NAISTインドネシアオフィス

　これまで71カ国443名の留学生修了者を送り出し、世界中で活躍しています。（平成29年３月31日現在）

　共同研究、共同シンポジウム、講義の実施、学術情報・学術資料
の交換と、教職員及び大学院学生の交流を行っています。これら
の交流を促進するため、学術交流協定の締結を積極的に進めてい
ます。協定は相手大学等と事前の協議を重ねて締結されており、
平成29年５月１日現在、大学間協定が53件、部局間交流協定が
33件締結されています。



多様なバックグラウンドを持つ意欲のある国内外の学生が在籍
　奈良先端大は学部を持たない大学院大学であり、出身大学等を離れ能動的に進路を選択した、高い基礎学力を有する学生
や、社会で活躍中の研究者・技術者など、将来に対する明確な目標と志を持ち、各々の研究分野に対する強い興味と意欲を
持った、多様なバックグラウンドを持つ学生が集まっています。
　先駆的な大学院教育プログラムを実施しながら、国際水準を踏まえたさらなる教育改革を進め、グローバルに活躍できる
先端科学技術分野の人材を育成します。すべての学生が学部から大学院入学時点で研究室が変わることで、幅広い視野を身
につけることができ、自然と融合領域研究が促されます。
　これらの多様なバックグラウンドを持つ学生に対して、海外研究機関や企業等での経験を持ち国際的に活躍する教員ス
タッフ陣を擁しています。教授・准教授の約４割が、企業・研究機関など大学以外での研究歴があり、基礎研究から応用まで幅
広い視点での研究・教育に取り組んでいます。また、教員の採用に際しては広く公募を行い、若手研究者を積極的に採用する
とともに、内部昇格を厳格に行うことで、高い質と流動性を維持しています。
　奈良先端大が輩出する研究者・技術者は、本学の卓越した教育研究環境で積み重ねた実績を基に、世界で活躍しています。

　国内外を問わず、また大学での専攻にと
らわれず、高い基礎学力を持った学生ある
いは社会で活躍中の研究者・技術者など
で、将来に対する明確な目標と志、各々の
研究分野に対する強い興味と意欲を持っ
た人を積極的に受け入れます。

　これまでに３研究科において博士前期
課程（修士）修了者約7,300名、博士後期課
程（博士）修了者約1,400名を社会に送り
出し、それぞれが社会の様々な分野で研究
者・技術者等として活躍しています。（平成
29年３月31日現在）

　教授・准教授の約４割が、企業・研究機関など大学以外での研究歴があります。
　本学の、多様性を許容するオープンな学風を支えており、融合領域の研究や産学連携など、さまざまな分野で研究を推進しています。



　計算機の出現から60年、インターネット、WWW（World Wide 
Web）の普及から20年以上が経ち、今や情報技術はわれわれの社会
に必要不可欠な基盤になっています。
　奈良先端大の情報科学研究科も、このような現代社会の要請に対
応して、平成23年度からは１研究科１専攻体制に改組しました。す
なわち、ディペンダブル、グリーンITなど、次世代のコンピュータや
情報ネットワークに関する「コンピュータ科学」、高度情報化社会に
おけるヒューマンコンピュータインタラクションとメディアに関
する「メディア情報学」、および、コンピュータを駆使するロボティ
クスとシステム並びにバイオメディカルインフォマティクスに関
する「システム情報学」の３つの教育研究領域にわたる、20あまり
の研究室が協力し、切磋琢磨し、また自由闊達に競争できる組織に
なりました。
　コンピュータサイエンス、マルティメディア、ロボティクスやシ
ステムの各分野で、若い研究者が力量を発揮できる環境を整備し、
我が国と世界の情報基盤を支える突出した研究成果の創出と、高度
な専門性を身につけた研究者と技術者の育成を目指しています。

■  コンピュータ科学領域
•コンピューティング・アーキテクチャ研究室
•ディペンダブルシステム学研究室
•ユビキタスコンピューティング

システム研究室
•モバイルコンピューティング研究室
•ソフトウェア工学研究室
•ソフトウェア設計学研究室
•サイバーレジリエンス構成学研究室
•情報セキュリティ工学研究室
•情報基盤システム学研究室（協力研究室）

■  メディア情報学領域
•自然言語処理学研究室
•知能コミュニケーション研究室
•ネットワークシステム学研究室
•サイバネティクス・リアリティ工学研究室
•インタラクティブメディア設計学研究室
•光メディアインタフェース研究室
•環境知能学研究室
•ソーシャル・コンピューティング研究室
（協力研究室）

■  システム情報学領域
•ロボティクス研究室
•知能システム制御研究室
•大規模システム管理研究室
•数理情報学研究室
•生体医用画像研究室
•計算システムズ生物学研究室
•ロボットビジョン研究室（協力研究室）

■  教育連携研究室
•コミュニケーション学研究室
［日本電信電話㈱
  NTTコミュニケーション科学基礎研究所］

•計算神経科学研究室
［㈱国際電気通信基礎技術研究所］

•ヒューマンウェア工学研究室
［パナソニック㈱先端技術研究所］

•シンビオティックシステム研究室
［日本電気㈱］

•ヒューマン・インターフェース研究所
［㈱富士通研究所］

•マルチメディア移動通信研究室
［㈱NTTドコモ］

•光センシング研究室
［オムロン㈱技術本部］

•生体分子情報学研究室
［国立研究開発法人産業技術総合研究所］

•デジタルヒューマン学研究室
［国立研究開発法人 産業技術総合研究所］

•放射線機器学研究室
［国立研究開発法人
  国立循環器病研究センター研究所］

•セキュアソフトウェアシステム研究室
［国立研究開発法人産業技術総合研究所］

•ネットワーク統合運用研究室
［国立研究開発法人情報通信研究機構］

•超高信頼ソフトウェアシステム検証学
研究室

［国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構］
※［　］内は連携機関名

•就職先
パナソニック㈱／ヤフー㈱
／トヨタ自動車㈱／富士
フィルムソフトウェア㈱／
本田技研工業㈱／キャノン
㈱／シャープ㈱／住友電気
工業㈱／㈱デンソー／㈱日
立製作所　他

•就職先
㈱ＫＤＤＩ／日本電気㈱
／日本電信電話㈱／㈱富
士通研究所／ヤフー㈱／
楽天㈱／国立研究開発法
人産業技術総合研究所／
東北大学【任期無：助教】／
千葉工業大学【任期無：主
任研究員】　他



　バイオサイエンス研究科の教育と研究は、研究科のたゆみない自
己改革に支えられています。開学から20周年を迎えた平成23年度、
さらなる教育効果と機動性の高い教育研究を実現するために、従来
の２専攻から構成される組織体制を、バイオサイエンス専攻３領域

（植物科学領域、メディカル生物学領域、統合システム生物学領域）
に再編しました。植物科学領域は８研究室、メディカル生物学領域
は13研究室、統合システム生物学領域は11研究室で構成されてい
ます。
　植物科学領域は、植物細胞・個体が有する様々な生命機能の解明
を目指す基礎研究から植物生産性増強、環境耐性増強など環境・資
源・エネルギー・食糧問題等の解決に向けた応用研究まで、持続的
発展が可能な社会の実現を目指した先端的な教育研究を行ってい
ます。
　メディカル生物学領域は、動物細胞・個体が有する様々な生命機
能の基礎研究から神経疾患、代謝疾患、ガンなど様々な疾患原因の
解明による出口を見据えた応用研究まで、健康社会の実現を目的と
した先端的な教育研究を行っています。
　統合システム生物学領域は、生命現象をシステムとして捉え、細
胞生物学及び分子生物学を基盤とする実験的アプローチとシステ
ム科学的アプローチの両面から追求する先端的な教育研究を行っ
ています。また、従来のバイオサイエンス研究に、情報技術やナノ技
術などの新しい手法・視点を導入し、革新的な新たな科学・技術の創
造を目指しています。

■  植物科学領域
•植物細胞機能研究室
•植物発生シグナル研究室
•植物代謝制御研究室
•植物成長制御研究室
•花発生分子遺伝子学研究室
•植物免疫学研究室
•植物二次代謝研究室
•植物共生学研究室

■  メディカル生物学領域
•分子情報薬理学研究室
•機能ゲノム医学研究室
•腫瘍細胞生物学研究室
•分子免疫制御研究室
•応用免疫学研究室
•分子医学細胞生物学研究室
•幹細胞工学研究室
•発生医科学研究室
•器官発生工学研究室
•細胞増殖学研究室
•神経機能科学研究室
•動物遺伝子機能研究室
•動物細胞工学研究室

■  統合システム生物学領域
•原核生物分子遺伝学研究室
•システム微生物学研究室
•細胞シグナル研究室
•ストレス微生物科学研究室
•構造生物学研究室
•膜分子複合機能学研究室
•遺伝子発現制御研究室
•神経システム生物学研究室
•計算生物学研究室
•細胞機能システム研究室
•細胞機能学研究室

■  教育連携研究室
•細胞成長学研究室
［国立研究開発法人理化学研究所・
  多細胞システム形成研究センター］

•微生物分子機能学研究室
［(公財)地球環境産業技術研究機構(RITE)］

※［　］内は連携機関名
■  寄附研究室
•疾患ゲノム医学研究室

•就職先
イーピーエス㈱／㈱MIC
メディカル／シミック㈱
／エーザイ㈱／キリン㈱
／小林製薬㈱／トヨタ自
動車㈱／日本ハム㈱／ノ
バルティスファーマ㈱／
ライオン㈱　他

•就職先
大鵬薬品工業㈱／タカラ
バイオ㈱／テルモ㈱／日
本たばこ産業㈱／地方独
立行政法人大阪府立病院
機構／国立研究開発法人
理化学研究所／星薬科大
学【任期無：助教】／spiber
㈱／㈱セルシード　他



　物質創成科学研究科では、人類の未来に役立てる新しい素材、機
能材料を開発するために、物質の仕組みを電子、原子、分子レベルに
立って深く理解し、それに基づいて全く新しい物質や構造を創り出
し、また、新規な機能を創造することを目指しています。“基礎なく
して応用なし”という信念から、基礎科学指向の研究を重視すると
ともに、“応用なくして基礎はない”という事実から、応用指向の研
究を奨励しています。
　本研究科では、物質科学分野で世界的に評価される研究成果を挙
げるとともに、次世代を担う創造性豊かな人材を養成することを目
的としています。 具体的には、光と物質の相互作用を基礎として物
質科学を捉え直した「光ナノサイエンス」を推進しています。｢光で
観る｣｢光で創る｣｢光を制御する｣という観点から研究を推進するこ
とで、物理、化学、生物という既存の学問領域を越えた融合領域の展
開を目指します。
　その研究成果は、新理論の構築、新現象の発見、新機能材料の創
成、新技術の提供、革新的な装置の発明などとして結実し、私たちの
未来を豊かにします。併せて、体系だった教育を通して養成した人
材を、これからの産業界、学界を担う優れた技術者・研究者として社
会に送り出します。

•量子物性科学研究室
•凝縮系物性学研究室
•高分子創成科学研究室
•光機能素子科学研究室
•情報機能素子科学研究室
•反応制御科学研究室
•バイオミメティック科学研究室
•超分子集合体科学研究室
•生体適合性物質科学研究室
•光情報分子科学研究室
•有機光分子科学研究室
•センシングデバイス研究室
•有機固体素子科学研究室
•生体プロセス工学研究室
•分子複合系科学研究室
•ナノ構造磁気科学研究室
•高分子設計化学研究室

■  特定課題研究室
•グリーンナノシステム研究室
•ナノ高分子材料研究室
•マテリアルズ・インフォマティクス研究室

■  連携研究室
•メゾスコピック物質科学研究室
［パナソニック㈱先端研究本部］

•知能物質科学研究室
［シャープ㈱研究開発本部］

•機能高分子科学研究室
［参天製薬㈱］

•環境適応物質学研究室
［（公財）地球環境産業技術機構（RITE）］

•感覚機能素子科学研究室
［㈱島津製作所 基盤技術研究所］

•先進機能材料研究室
［地方独立行政法人 大阪市立工業研究所］

※［　］内は連携機関名

•就職先
住友電装㈱／日立化成㈱
／㈱日立製作所／㈱芹原
製作所／㈱SCREENセミ
コ ン ダ ク タ ー ソ リ ュ ー
ションズ／積水化学工業
㈱／テルモ㈱／トヨタ自
動車㈱／㈱堀場製作所／
三菱電機㈱　他

•就職先
協 和 発 酵 キ リ ン ㈱ ／
シャープ㈱／㈱SCREEN
ホールディングス／長州
産業㈱／日本電産㈱／古
河電気工業㈱／マイクロ
ンメモリジャパン㈱／三
菱ケミカル㈱／三菱電機
㈱　他



基幹運営費
交付金収入

（基幹経費）
  5,055百万円
  50.8％

人件費
  4,103百万円
  44.5％

関西文化学術研究都市にふさわしく、最先端の施設を完備

■  土地
•136,744㎡

■  建物
•建面積　27,950㎡
•延面積　101,192㎡

❶ 事務局
❷ 附属図書館（電子図書館）
❸ 大学会館・コンビニエンスストア
　 ・保健管理センター
❹ 学際融合領域研究棟2号館
❺ ミレニアムホール
❻ ゲストハウスせんたん　　　
❼ 情報科学研究科
　 総合情報基盤センター
❽ バイオサイエンス研究科
　 遺伝子教育研究センター
❾ 動物飼育実験施設
 植物温室
 物質創成科学研究科
　 物質科学教育研究センター
 バイオナノプロセス実験施設
 学際融合領域研究棟1号館
 学生宿舎
 職員宿舎
 事務局別館

②
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●空港から

●電車で新大阪・京都から

●車で大阪方面・京都方面から
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-Outgrow your limits-
無限の可能性、ここが最先端

学研奈良
登美ヶ丘

けいはんな線
白庭台

近鉄奈良線

近
鉄
生
駒
線

阪奈道路

第二阪奈道路

大和西大寺

山田川

大谷

木津IC

山田川IC

奈良先端大学前

鹿畑

ならやま大通り

中町

高山大橋北田原大橋

南田原

辻町

壱分

京都

至 東京 →

近鉄奈良富雄東生駒生駒鶴橋上本町

森ノ宮

なんば

南
海
線

阪
神
な
ん
ば
線

天王寺

本町

九条

西九条

大阪

新大阪

JR神戸線

JR京都線、東海道新幹線

地下鉄中央線

阪神高速

←至 大阪

←至 広島・博多

←至 神戸

地
下
鉄
御
堂
筋
線

近
畿
自
動
車
道

N

大阪国際空港

関西国際空港

京
奈
和
自
動
車
道

近
鉄
京
都
線

高山サイエンスタウン

奈良先端科学技術
大学院大学

学研北生駒（奈良先端大学前）

高の原

学園前

大阪湾

空港バス

空港バス

空港バス

近鉄奈良線

近鉄奈良線
近鉄けいはんな線生

　駒

学
研
北
生
駒

徒　歩
上本町

なんば

鶴　橋

上本町

近鉄奈良線

近鉄奈良線

奈良交通バス高山サイエンスタウン行き

特急はるか+環状線

南海線　特急ラピートα

学園前

奈良交通バス
高山サイエンスタウン行き

近鉄京都線 奈良交通バス高山サイエンスタウン行き高の原

学
研
北
生
駒

徒　歩

本　町地下鉄御堂筋線 地下鉄中央線 + 近鉄けいはんな線 奈良交通バス
高山サイエンスタウン行き

阪奈道路
辻　町

京奈和自動車道
山田川 I.C

大　谷

壱　分
第二阪奈道路 北田原大橋

約35分

約6分

約20分快速急行/約17分

快速急行/約20分

快速急行/約15分

快速急行/約17分

約25分
「奈良先端科学技術大学院大学」下車すぐ

約51分

約1時間20分

約34分

約60分 約8分
「奈良先端科学技術大学院大学」

下車すぐ

約25分
「奈良先端科学技術大学院大学」下車すぐ

急行/約38分

約20分

約34分約11分

約8分
「奈良先端科学技術大学院大学」

下車すぐ

関西国際
空港

大阪国際
（伊丹）空港

新大阪

京都

大阪方面
から

京都方面
から

website
http://www.naist.jp

short PV
https://youtu.be/pv3p9lIulZM
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